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Abstract 目的：基礎教育から現任教育への接続教育に関する課題を明らかにするため、プリセプターの新

人看護師の態度形成に対する具体的な関わりを明らかにする。
方法：研究参加者6名から得られた10エピソードのうち、本研究の目的に合ったエピソード7件を
研究対象とした。なお、データ分析は、小規模データに適応が可能であり、分析プロセスの明瞭
さを特徴とする SCAT(4 Steps for Cording and
Theorization)の手法を参考に、質的マトリックスを用いて行った。
結果：研究参加者6名のプリセプター経験年数は2年(4名）、5年(1名）、23年(1名）であり、うち
3名が実地指導者研修を受講していた。（以下、テーマ『 』、カテゴリー【
】、サブカテゴリー〔 〕で示す。）
プリセプターが新人看護師の態度が『印象に残った』場面について、『その理由』は、〔苛立ち
〕〔憤り〕〔嫌悪感〕など【ネガティブな感情を抱】いたためであった。『指導において意識し
ていること』では、【感清をコントロールする】【共感する】【相手の気づきを促す】【真剣に
向き合う】など、指導に関わる姿勢を表すもの、［指導のタイミングをはかる】【対象に合わせ
た指導をする】など、指導方法に関するものがあった。それに対して、新人看護師の体験を【と
もに振り返】り、【モデルを示】しながら【繰り返し意識づけ】を行うと同時に、日ごろから新
人看護師との【信頼関係を築く】よう意識的に関わり、【周囲のサポートを得る】などの調整を
行っていた。その『結果』、【課題を明確化し言語化できる】【気づく】【行動変容が認められ
る】など変化が認められたが、〔きっかけにより課題に気づく〕〔できるようになっているが完
全ではない〕〔行動変容に数年単位の時間を要した〕というように、指導を繰り返し、継続的に
行う必要性が示唆された。
結論：プリセプターは、ネガティブな場面ほど印象深く、それが新人看護師に対する感情につな
がる傾向にあるが、指導者として好ましい姿勢をもって、指導方法を工夫しながら根気よく継続
的な指導を行っていた。新人看護師の行動変容には、長期的かつ継続的な指導が必要であること
から、プリセプターの支えとなり、新人看護師との信頼関係を維持するための周囲のサポートが
必須である。
今後は、テキストマイニングを用いた数量的分析の視点を加え、混合法による分析と考察を行う
予定である。
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研究課題（日本語）

新人看護師の態度形成を支援する教育のあり方とは〜基礎からの接続教育に焦点化して〜

研究課題（英訳）

　

１．研究成果実績の概要

目的：基礎教育から現任教育への接続教育に関する課題を明らかにするため、プリセプターの新人看護師の態度形成に対する具体的
な関わりを明らかにする。
方法：研究参加者 6 名から得られた 10 エピソードのうち、本研究の目的に合ったエピソード 7 件を研究対象とした。なお、データ分析
は、小規模データに適応が可能であり、分析プロセスの明瞭さを特徴とする SCAT(4 Steps for Cording and Theorization)の手法を参考
に、質的マトリックスを用いて行った。
結果：研究参加者 6 名のプリセプター経験年数は 2 年(4 名）、5 年(1 名）、23 年(1 名）であり、うち 3 名が実地指導者研修を受講して
いた。（以下、テーマ『 』、カテゴリー 【 】、サブカテゴリー 〔 〕で示す。）
　プリセプターが新人看護師の態度が『印象に残った』 場面について、『その理由』 は、〔苛立ち〕〔憤り〕〔嫌悪感〕など 【ネガティブな感
情を抱】いたためであった。『指導において意識していること』 では、【感清をコントロールする】【共感する】【相手の気づきを促す】【真剣
に向き合う】など、指導に関わる姿勢を表すもの、［指導のタイミングをはかる】【対象に合わせた指導をする】など、指導方法に関するも
のがあった。 それに対して、新人看護師の体験を【ともに振り返】り、【モデルを示】しながら【繰り返し意識づけ】を行うと同時に、日ごろ
から新人看護師との【信頼関係を築く】よう意識的に関わり、【周囲のサポートを得る】などの調整を行っていた。その『結果』、【課題を
明確化し言語化できる】【気づく】【行動変容が認められる】など変化が認められたが、〔きっかけにより課 題に気づく〕〔できるようになっ
ているが完全ではない〕〔行動変容に数年単位の時間を要した〕というように、指導を繰り返し、継続的に行う必要性が示唆された。
結論：プリセプターは、ネガティブな場面ほど印象深く、それが新人看護師に対する感情につながる傾向にあるが、指導者として好まし
い姿勢をもって、指導方法を工夫しながら根気よく継続的な指導を行っていた。新人看護師の行動変容には、長期的かつ継続的な指
導が必要であることから、プリセプターの支えとなり、新人看護師との信頼関係を維持するための周囲のサポートが必須である。
今後は、テキストマイニングを用いた数量的分析の視点を加え、混合法による分析と考察を行う予定である。

２．研究成果実績の概要（英訳）
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